
管理運営

■静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条例

(昭和��年��月��日静岡県条例第��号)

改正 平成元年３月��日条例第��号

平成３年３月��日条例第２号

平成４年３月�	日条例第��号

平成８年３月��日条例第��号

平成��年３月��日条例第��号

平成��年７月��日条例第�	号

静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条

例をここに公布する｡

静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条例

(趣旨)

第１条 この条例は､ 静岡県立美術館の設置､ 管理及

び使用料に関し必要な事項を定めるものとする｡

(設置)

第２条 美術の振興を図り､ もって県民の文化の発展

に寄与するため､ 静岡県立美術館 (以下 ｢美術館｣

という｡) を静岡市に設置する｡

(平３条例２・一部改正)

(観覧料)

第３条 美術館に展示されている美術品を観覧しよ

うとする者は､ 別表第１に定める額の観覧料を納め

なければならない｡

(特別観覧)

第４条 知事は､ 美術館に収蔵されている美術品につ

いて学術研究等のために必要があると認めるときは､

当該美術品の模写､ 模造､ 撮影等 (以下 ｢特別観覧｣

という｡) をしようとする者に対して､ 当該特別観

覧を承認することができる｡

２ 前項の承認には､ 美術館の管理のために必要な限

度において条件を付することができる｡

(平３条例２・一部改正)

(特別観覧料)

第５条 特別観覧をしようとする者は､ 別表第２に定

める額の特別観覧料を前納しなければならない｡

(使用の承認)

第６条 県民ギャラリー又は講堂 (以下 ｢県民ギャラ

リー等｣ という｡) を使用しようとする者は､ 知事

の承認をうけなければならない｡

２ 前項の承認には､ 県民ギャラリー等の管理のため

に必要な限度において､ 条件を付することができる｡

(平３条例２・一部改正)

(使用の不承認)

第７条 知事は､ 次の各号の一に該当するときは､ 県

民ギャラリー等の使用を承認しないことができる｡

� 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると

認めるとき｡

� 管理及び運営上支障があると認めるとき｡

� その他その使用を不適当と認めるとき｡

(平３条例２・一部改正)

(使用の承認の取消し等)

第８条 知事は､ 第６条第１項の承認を受けた者 (以

下 ｢使用者｣ という｡) が次の各号の一に該当する

ときは､ その承認を取り消し､ 又は使用を制限する

ことができる｡

� 前条各号に掲げる理由が生じたとき｡

� 第６条第２項の規定により付された条件に違反

したとき｡

� 偽りその他不正の手段により使用の承認を受け

たとき｡

２ 前項の場合において､ 使用者に損害を生ずること

があっても､ 県はその賠償の責めを負わない｡

(平３条例２・一部改正)

(使用料)

第９条 県民ギャラリー等を使用しようとする者は､

別表第３に定める額の使用料を前納しなければなら

ない｡

(観覧料等の減免)

第��条 知事は､ 特別の理由があると認めるときは､

観覧料､ 特別観覧料又は使用料 (以下 ｢観覧料等｣

という｡) を減免することができる｡

(観覧料等の不還付)

第��条 既納の観覧料等は還付しない｡ ただし､ 知事

が特別の理由があると認めるときは､ この限りでな

い｡

(職員)

第��条 美術館に事務職員その他の必要な職員を置く｡

(協議会の設置)

第��条 博物館法 (昭和��年法律第��	号) 第��条第

１項の規定に基づき､ 美術館に静岡県立美術館協議

会 (以下 ｢協議会｣ という｡) を置く｡

(協議会の委員)

第��条 協議会の委員 (以下 ｢委員｣ という｡) の定

数は､ �	人以内とする｡

２ 委員の任期は２年とする｡ ただし､ 補欠委員の任

期は､ 前任者の残任期間とする｡

３ 委員は､ 再任されることができる｡

(管理の委託)

第�	条 美術館の管理は､ 公共的団体に委託すること

ができる｡
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(委任)

第��条 この条例の施行に関し必要な事項は､ 規則で

定める｡ (平３条例２・一部改正)

附 則

この条例は､ 昭和��年１月１日から施行する｡ ただ

し､ 第３条から第��条までの規定は､ 同年４月１日

から施行する｡

附 則 (平成元年３月29日条例第43号)

１ この条例は､ 平成元年４月１日から施行する｡

２ この条例の施行前に承認した静岡県立美術館の使

用に係る使用料の額は､ 改正後の静岡県立美術館の

設置､ 管理及び使用料に関する条例別表第３の規定

にかかわらず､ なお従前の例による｡

附 則 (平成３年３月19日条例第２号)

１ この条例は､ 平成３年４月１日から施行する｡

２ この条例の施行の際現に改正前の静岡県立美術館

の設置､ 管理及び使用料に関する条例第４条第１項

又は第６条第１項の規定により承認を受けている者

は､ 改正後の静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用

料に関する条例第４条第１項又は第６条第１項の規

定により承認を受けた者とみなす｡

附 則 (平成４年３月25日条例第14号)

１ この条例は､ 平成４年４月１日から施行する｡

２ この条例の施行前に承認した静岡県立美術館の使

用に係る使用料の額は､ 改正後の静岡県立美術館の

設置､ 管理及び使用料に関する条例別表第３の規定

にかかわらず､ なお従前の例による｡

附 則 (平成８年３月28日条例第11号)

１ この条例は､ 平成８年４月１日から施行する｡

２ この条例の施行前に承認した静岡県立美術館の使

用に係る使用料の額は､ 改正後の静岡県立美術館の

設置､ 管理及び使用料に関する条例別表第３の規定

にかかわらず､ なお従前の例による｡

附 則 (平成11年３月19日条例第16号)

１ この条例は､ 平成��年４月１日から施行する｡

２ この条例の施行前に承認した静岡県立美術館の使

用に係る使用料の額は､ 改正後の静岡県立美術館の

設置､ 管理及び使用料に関する条例別表第３の規定

にかかわらず､ なお従前の例による｡

附 則 (平成13年７月24日条例第45号)

１ この条例は､ 平成��年��月１日から施行する｡

別表第１ (第３条関係)

� 常設展示

備考 １ 個人とは､ 満��歳以上の者であって､ 中学

校及び高等学校の在学者並びにこれらに準ず

る者以外のものをいう｡

２ 団体とは､ ��人以上をいう｡

３ 企画展示と常設展示を併せて観覧する場合

の常設展示の観覧料は､ 減額し､ 又は無料と

することができる｡

� 企画展示

�����円を限度として知事がその都度定める額

別表第２ (第５条関係)

別表第３ (第９条関係)

� 県民ギャラリー

� 講堂

一部改正 [平成元年条例��号・４年��号・８年��号・

��年��号・��年��号]

■静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条

例施行規則

(平成３年３月��日静岡県規則第��号)

改正 平成５年３月��日規則第��号

平成６年３月��日規則第５号

平成９年３月�	日規則第��号

平成��年３月��日規則第�
号

平成��年７月��日規則第��号

静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条

例施行規則をここに制定する｡

静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条

例施行規則

(趣旨)

第１条 この規則は､ 静岡県立美術館の設置､ 管理及

び使用料に関する条例 (昭和��年静岡県条例第�	号｡

以下 ｢条例｣ という｡) の施行に関し必要な事項を
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利 用 区 分 観 覧 料
個 人 ３００円
団 体 １人につき ２００円

利 用 区 分 特 別 観 覧 料

模 写 １点１日につき ２,０００円

模 造 １点１日につき ２,０００円

撮 影 １点１回につき ４,０００円

熟 覧 １点１日につき １,０００円

原 板 使 用 １点１回につき ３,０００円

利 用 区 分
使 用 料

��時から�
時��分まで

入場料を徴収する場合
県民ギャラリーＡ １７�１００円

県民ギャラリーＢ １２�９００円

入場料を徴収しない場合
県民ギャラリーＡ １１�４００円

県民ギャラリーＢ ８�６００円

使 用 料

午 前 午 後 全 日

��時から��時��分まで ��時から�
時��分まで ��時から�
時��分まで

８�９００円 １４�２５０円 ２３�１５０円



定めるものとする｡

(開館時間及び休館日)

第２条 静岡県立美術館 (以下 ｢美術館｣ という｡)

の開館時間及び休館日は､ 次のとおりとする｡ ただ

し､ 美術館の長 (以下 ｢館長｣ という｡) が特に必

要と認める場合には､ 開館時間を変更し､ 又は休館

日に開館し､ 若しくは休館日以外の日に休館するこ

とができる｡

� 開館時間 午前��時から午後５時��分まで｡ た

だし､ 入館時間は､ 午後５時までとする｡

� 休館日

ア 月曜日 (その日が国民の祝日に関する法律

(昭和��年法律第���号) に規定する休日に当た

るときは､ その翌日以降の最初の休日でない日｡)

イ ��月��日から翌年の１月３日までの日

一部改正 [平成９年規則��号・��年��号]

(観覧手続)

第３条 常設展示又は企画展示を観覧しようとする者

は､ 条例第３条に規定する観覧料を納付し､ 観覧券

の交付を受けなければならない｡ ただし､ 館長が認

めた団体については､ 観覧後に観覧料を納めること

ができる｡

(特別観覧手続)

第４条 条例第４条第１項に規定する特別観覧をしよ

うとする者は､ あらかじめ､ 様式第１号による特別

観覧承認申請書を館長に提出しなければならない｡

２ 館長は､ 特別観覧を承認したときは､ 特別観覧承

認書を当該申請をした者に交付するものとする｡

(県民ギャラリー等の使用手続)

第５条 条例第６条第１項に規定する県民ギャラリー

等を使用しようとする者は､ あらかじめ､ 様式第２

号による県民ギャラリー等使用承認申請書を館長に

提出しなければならない｡

２ 館長は､ 県民ギャラリー等の使用を承認したとき

は､ 県民ギャラリー等使用承認書を当該申請をした

者に交付するものとする｡

(使用の制限)

第６条 館長は､ 次の各号のいずれかに該当する者に

対して､ 入館を禁じ､ 又は退館を命ずることができ

る｡

� 館内の風紀若しくは秩序を乱し､ 又は設備を損

傷するおそれのある者

� 館内の諸規程に違反し､ 又は管理運営上支障が

あると認められる者

� その他館長の指示等に違反した者

(譲渡等の禁止)

第７条 第４条第２項又は第５条第２項の規定による

承認を受けた者 (以下 ｢使用権利者｣ という｡) は､

その権利を他人に譲渡し､ 又は転貸してはならない｡

(原状回復)

第８条 使用権利者は､ その使用を終わったときは､

速やかに､ 県民ギャラリー等を原状に復しなければ

ならない｡ 条例第８条第１項の規定により使用の承

認の取消し等の処分を受けたときも､ 同様とする｡

(損害賠償)

第９条 美術館の利用者は､ 自己の責めに帰すべき理

由により､ 美術館の施設若しくは設備を損傷し､ 又

は美術品等を亡失し､ 若しくは損傷したときは､ そ

の損害を賠償しなければならない｡

(観覧料等の減免)

第��条 条例第��条の規定による観覧料等の減免は､

次の各号のいずれかに該当する場合に行うものとし､

その減免する額は､ 当該各号に定める額とする｡

� 身体障害者手帳､ 療育手帳又は精神障害者保健

福祉手帳の交付を受けている者が常設展示又は企

画展示を観覧する場合 観覧料の全額

� 前号に規定する者が常設展示又は企画展示を観

覧するときに現に付き添って介護をしている者

(障害者１人につき１人に限る｡) が常設展示又は

企画展示を観覧する場合 観覧料の全額

� 年齢��歳以上の者が常設展示又は企画展示を観

覧する場合 観覧料の全額

� 教育課程に基づく教育活動として常設展示を観

覧する児童又は生徒を引率する者が常設展示を観

覧する場合 観覧料の全額

� その他館長が特別の理由があると認める場合

館長が別に定める額

２ 観覧料等の減免を受けようとする者は､ あらかじ

め､ 様式第３号による観覧料等減免申請書を館長に

提出し､ その承認を受けなければならない｡ ただし､

前項第１号から第３号までに規定する者が常設展示

又は企画展示を観覧するときは､ この限りでない｡

３ 館長は､ 観覧料等の減免を承認したときは､ 観覧

料等減免承認書を当該申請をした者に交付するもの

とする｡

一部改正 [平成５年規則��号・９年��号・��年��号]

(観覧料等の還付)

第��条 条例第��条ただし書の規定による観覧料等の

還付は､ 次の各号のいずれかに該当する場合に行う

ものとする｡

� 観覧者､ 特別観覧者又は県民ギャラリー等の使

用者の責めに帰することができない理由により観

覧､ 特別観覧又は県民ギャラリー等の使用ができ

なくなったとき｡

� その他館長が特別の理由があると認めるとき｡

２ 観覧料等の還付を受けようとする者は､ 観覧券又

は様式第４号による特別観覧料 (使用料) 還付申請

書を館長に提出しなければならない｡ ただし､ 前項

第１号に規定する理由に該当する特別観覧料及び県
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民ギャラリー等使用料の還付については､ この限り

でない｡

(委任)

第��条 この規則に定めるもののほか､ 美術館の管理

に関し必要な事項は､ 館長が別に定める｡

附 則

この規則は､ 平成３年４月１日から施行する｡

附 則 (平成５年３月25日規則第13号)

この規則は､ 平成５年４月１日から施行する｡

附 則 (平成６年３月10日規則第５号)

この規則は､ 平成６年４月１日から施行する｡

附 則 (平成９年３月28日規則第51号)

この規則は､ 平成９年４月１日より施行する｡

附 則 (平成12年３月31日規則第17号)

１ この規則は､ 平成��年４月１日より施行する｡

２ この規則の施行の際改正前の静岡県立美術館の設

置､ 管理及び使用料に関する条例施行規則の様式

(以下 ｢旧様式｣ という｡) により提出されている申

請書は､ 改正後の静岡県立美術館の設置､ 管理及び

使用料に関する条例施行規則の相当する様式により

提出された申請書とみなす｡

３ この規則の施行の際旧様式により作成されている

用紙は､ 当分の間､ 調整して使用することができる｡

附 則 (平成13年７月24日規則第59号)

この規則は､ 平成��年��月１日から施行する｡

様式第１号 (第４条第１項関係)

(用紙 日本工業規格Ｂ５縦型)

特別観覧承認申請書

年 月 日

静岡県立美術館長 様

住所

氏名

電話番号

次のとおり特別観覧の承認を受けたいので､ 申請します｡

様式第２号 (第５条第１項関係)

(用紙 日本工業規格Ｂ５縦型)

県民ギャラリー等使用承認申請書

年 月 日

静岡県立美術館長 様

住所〔法人にあっては､ その主たる事務所の所在地〕

氏名〔法人にあっては､ その名称及び代表者の氏名〕�

次のとおり県民ギャラリー等の使用の承認を受けたいので､ 申請します｡

(注) 展覧会､ 講演等の詳細な内容を記載した書類を添えてください｡

様式第３号 (第��条第２項関係)

(用紙 日本工業規格Ｂ５縦型)

観覧料等減免申請書

年 月 日

静岡県立美術館長 様

住所〔法人にあっては､ その主たる事務所の所在地〕

氏名〔法人にあっては､ その名称及び代表者の氏名〕�

次のとおり観覧料等の減免の承認を受けたいので､ 申請します｡
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美術品の名称 作者名 点数

特別観覧
の 目 的

区 分 模写 模造 撮影 熟覧 原板使用

日 時
年 月 日 時 から 時まで
年 月 日 時 から 時まで

内 訳

模 写 点 日 円 合 計

模 造 点 日 円

撮 影 点 日 円

熟 覧 点 日 円

原板使用 点 日 円

備 考

展覧会､ 講演会の名称

展覧会､ 講演等の内容

使 用 区 分 県民ギャラリー (Ａ・Ｂ) 講堂

使 用 期 間
年 月 日 ( ) 時 分から
年 月 日 ( ) 時 分まで

日間

入場料等の徴収の有無 有・無 円

主 催 者 名

連絡責任者及び電話

後 援 者 名

減 免 申 請 の 区 分 観覧料 特別観覧料 使用料

申 請 の 理 由

日 時
年 月 日 ( ) 時 分から
年 月 日 ( ) 時 分まで

観 覧 人 員 人

県民ギャラリー等使用
の場合は､ 推定入場人
員

人

責 任 者 氏 名

責 任 者 電 話 番 号

観 覧 料 等 円

減 免 申 請 額 円



様式第４号 (第��条第２項関係)

(用紙日本工業規格Ｂ５縦型)

特別観覧料
還付申請書

使 用 料

年 月 日

静岡県立美術館長 様

住所〔法人にあっては､ その主たる事務所の所在地〕

氏名〔法人にあっては､ その名称及び代表者の氏名〕�

次のとおり
特別観覧料

使 用 料
の還付を受けたいので､ 申請します｡

(静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条

例施行規則第10条の表中に掲げる特別の理由及び別に

定める額の範囲について)

静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関する条

例施行規則 (平成３年静岡県規則第��号) 第��条の表

中 ｢その他館長が特別の理由があると認めるとき｡｣

は､ 次の表の左欄に該当する場合とし､ 同条の表中

｢減免する額｣ は､ 次の表の右欄に掲げる額とする｡

附 則

この規程は､ 平成３年４月１日より施行する｡

■静岡県立美術館県民ギャラリー利用規程

(目的)

第１条 静岡県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関

する条例施行規則 (平成３年静岡県規則第��号) 第

５条及び第��条に基づき､ 県民ギャラリーの管理を

適正に行うため､ 次のとおりこの規程を定める｡

(利用範囲)

第２条 県民ギャラリーは､ 美術に関する展覧会を開

催する場合に利用できる｡

２ 美術に関する展覧会であっても､ 収益を目的とす

る場合は利用できない｡

(使用期間)

第３条 使用期間は､ 原則として１週間 (月曜日��時

～翌週月曜日��時��分) を単位とし､ 引き続き使用

する場合は最大４週間とする｡

２ 使用期間は､ 搬出入を含めて��時より��時��分ま

でとする｡

(申込期間)

第４条 申込期間は次のとおりとする｡

(申込方法)

第５条 使用しようとする者は､ あらかじめ県民ギャ

ラリー等使用承認申請書に必要書類を添付して､ 美

術館に提出しなければならない｡

(設備取り付け等)

第６条 使用者が､ 施設に特別の設備を取り付け､ 又

は､ 備え付け以外の備品を使用する場合は､ 許可を

必要とする｡

(物品等の販売)

第７条 物品の販売を行うときは､ あらかじめ館長の

許可を必要とする｡

２ 展示品の販売は､ 一切許可しない｡

(展示品等の管理)

第８条 使用期間中の展示品等の管理については､ 主

催者が責任を持って行うものとする｡

(原状回復義務)

第９条 搬出時には搬入した作品をすべて搬出すると

共に､ 施設等を現状に復し､ 美術館職員の点検を受

けなければならない｡ 残留された物品等に関しては､

美術館は一切責任を負わない｡

(職員の立ち入り)

第��条 管理上必要があると認めたときは､ 美術館職

員が貸し出し施設に立ち入ることができる｡

附 則

この規程は､ 平成３年４月１日から施行する｡
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特別観覧承認書等の
年月日及び文書番号

還付を受けようとする
理由

還付を受けようとする
金額 円

観覧料等を減免する場合 減免する額

大学等の教員､ 美術館等の学芸員及び
その他の研究者が学術研究のために特
別観覧するとき｡

特別観覧料の全額

小学校､ 中学校､ 高等学校及び特殊教
育諸学校の教諭が教科研究のために特
別観覧するとき｡

特別観覧料の全額

新聞社及び出版社等が掲載する記事の
ために特別観覧する場合であって､ 美
術館の宣伝に役立つと認められるとき｡

特別観覧料の全額

静岡県立美術館と実質共催で事業を行
うために県民ギャラリー等を使用する
とき｡

使用料の全額

静岡県立美術館と名義共催で事業を行
うために県民ギャラリー等を使用する
とき｡

使用料の２分の１
に相当する額

その他館長が特別の理由があるものと
認めるとき｡

館長が別に定める
額

使用希望期間 申 込 期 間

１月～３月 前年６月１日～６月15日

４月～６月 前年９月１日～９月15日

７月～９月 前年12月１日～12月15日

10月～12月 ３月１日～３月15日



■美術館における写真撮影等許可基準

美術館の内外を利用して行う写真撮影､ ビデオ撮映､

フィルム撮映 (以下 ｢撮影等｣ という｡) における許

可基準を次のとおり定める｡

第１条 撮影等が美術館の広報を目的とする場合及び

報道機関による取材の場合は､ 管理上支障のない限

り許可するものとする｡

第２条 撮影等が商業宣伝目的をもつものについては

原則として許可しないものとする｡ ただし､ 次の条

件を満たすもの又は館長が特別の理由があるものと

認めるものについては､ 許可することができる｡

１ 宣伝媒体が美術館の品位を損なうものでないこと｡

２ 商品等宣伝目的が美術館の品位を損なうものでな

いこと｡

３ 来館者及び第三者等に不快感を与えるものでない

こと｡

４ 美術館内の撮影等でないこと｡

第３条 前２条により許可されたものは､ 次の事項を

遵守しなければならない｡

１ 管理上支障のない時間及び場所で美術館職員立ち

合いのもとで行うこと｡

２ 美術館職員の指示に従うこと｡

３ 撮影等により第三者及び美術館に損害を与えた場

合その損害を弁済しなければならない｡

４ 宣伝媒体が新聞雑誌等である場合掲載誌等を一部

提出すること｡

５ 宣伝媒体がテレビの場合放送日､ 放送時間を事前

に知らせ放送物をダビングし提出すること｡

６ 掲載紙面及びテレビ放送等において静岡県立美術

館で撮影等を行ったことを明確にすること｡

第４条 第２条の撮影等を行おうとする者は撮影等許

可申請書 (別記様式) を提出しなければならない｡

■静岡県立美術館専門委員設置要綱

(設置)

第１条 静岡県立美術館 (以下 ｢美術館｣ という｡)

の美術品収集等専門的事項を適切に処理するため､

美術館に静岡県立美術館専門委員 (以下 ｢委員｣ と

いう｡) を置く｡

(職務)

第２条 委員は次に掲げる事項について意見を述べる｡

� 美術品の選定に関すること｡

� その他美術に関する専門的事項に関すること｡

(組織)

第３条 委員は６名以内とする｡

２ 特別の事項を調査する必要のあるときは､ 美術館

長は臨時委員を委嘱することができる｡

３ 美術品の選定については､ 物件ごとに３人以上の

委員又は臨時委員とする｡

(委嘱)

第４条 委員及び臨時委員は美術に関する専門的知識

を有する者の中から美術館長が委嘱する｡

(任期)

第５条 委員の任期は２年とする｡

２ 委員は再任することができる｡

３ 臨時委員は当該特別事項の調査が終了したときは

退任するものとする｡

(委任)

第６条 この要綱に定めるもののほか､ 委員に関し必

要な事項は､ 美術館長が別に定める｡

附 則

この要綱は､ 昭和��年��月１日から施行する｡

２ 静岡県立美術館顧問設置要綱 (昭和��年９月１日

施行) 及び静岡県立美術館資料選定委員設置要綱

(昭和��年９月１日施行) は廃止する｡

■静岡県立美術館資料評価委員会要綱

(設置)

第１条 静岡県立美術館に収蔵する資料を適正に評価

するため､ 静岡県立美術館に資料評価委員会 (以下

｢委員会｣ という｡) を設置する｡

(組織)

第２条 委員会は､ 委員６人で組織する｡

２ 委員会は､ 別表にある者をもってこれに充てる｡

３ 委員会に､ 会長及び副会長を置く｡

４ 会長には生活・文化部長､ 副会長には文化振興総

室長をもってこれに充てる｡

５ 会長は､ 会務を総理する｡

６ 副会長は会長を補佐し､ 会長に事故のあるときは

その職務を代理する｡

(会議)

第３条 委員会は､ 会長が招集する｡

(専門評価員)

第４条 委員会に､ 専門評価員を置く｡

２ 専門評価員は､ 美術館長がこれを委嘱する｡

３ 専門評価員は､ 物件ごとに３人以上とする｡

４ 専門評価員は､ 会長の求めに応じて個々に独立し

て物件の価格評価を行い､ 評価の結果を会長に報告

するものとする｡

５ 専門評価員は､ 静岡県立美術館の専門委員を兼ね

ることができない｡

６ 専門評価員は､ 任務が終了したときは解嘱される

ものとする｡

(庶務)

第５条 委員会に関する庶務は､ 静岡県立美術館にお

いて行う｡

(その他)

第６条 この要綱に定めるもののほか､ 委員会の運営
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に関し 必要な事項は､ 会長が定める｡

附 則

この要綱は平成３年９月１日から施行する｡

附 則

この要綱は平成７年４月１日から施行する｡

附 則

この要綱は平成��年４月１日から施行する｡

附 則

この改正は平成��年４月１日から施行する｡

附 則

この改正は平成��年４月１日から施行する｡

附 則

この改正は平成��年４月１日から施行する｡

別表

■静岡県立美術館協議会設置要綱

静岡県立美術館協議会設置要綱をここに制定する｡

静岡県立美術館協議会設置要綱

(設置)

第１条 静岡県立美術館の運営を円滑に進めるため､

美術館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに､

館長に対して意見を述べる機関として､ 静岡県立美

術館協議会 (以下｢協議会｣ という｡) を設置する｡

(協議会の委員)

第２条 協議会の委員 (以下 ｢委員｣ という｡) は､

学校教育及び社会教育の関係者並びに学識経験のあ

る者の中から､ 知事が任命する｡

２ 委員の定数は､ ��人以内とする｡

３ 委員の任期は､ ２年とする｡ ただし､ その委員が

欠けた場合における補欠の委員の任期は､ 前任者の

残任期間とする｡

４ 委員は､ 再任されることができる｡

(協議会の会長等)

第３条 協議会に､ 会長及び副会長を置く｡

２ 会長及び副会長は､ 委員の互選により定める｡

３ 会長は､ 会務を総理し､ 会議の議長となる｡

４ 副会長は､ 会長を補佐し､ 会長に事故のあるとき､

又は会長が欠けたときは､ その職務を代理する｡

５ 会長及び副会長にともに事故があるとき､ 又は会

長及び副会長がともに欠けたときは､ あらかじめ会

長が指定した委員がその職務を代理する｡

(協議会の会議)

第４条 協議会は､ 会長が招集する｡

２ 協議会の議事は､ 出席委員の過半数をもって決し､

可否同数のときは議長の決するところによる｡

(協議会の庶務)

第５条 協議会の庶務は､ 美術館において処理する｡

(その他)

第６条 この要綱に定めるもののほか､ 協議会の運営

に関し必要な事項は､ 協議会において定める｡

附 則

１ この要綱は､ 平成３年４月１日から施行する｡

２ 第２条第１項の規定にかかわらず､ この要綱施行

の際現に県立美術館の設置､ 管理及び使用料に関す

る条例 (昭和��年��月��日条例第��号) 第��条に規

定する静岡県立美術館協議会の委員に任命されてい

る者は､ 協議会の委員に任命されたものとみなす｡

３ 前項の規定により協議会の委員に任命されたもの

とみなされた者の任期は､ 平成４年７月��日までと

する｡
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生活・文化部長 文化振興総室長 生活文化管理室長

文化政策室長 文化政策室参事 美術館副館長



■事務分掌

総務課

�職員の人事及び服務に関すること

�職員の福利厚生及び保健に関すること

�文書の収受発送に関すること

�公印の管守及び機密に関すること

�予算・決算その他会計事務に関すること

�美術品及び物品の購入に関すること

�財産及び物品の管理に関すること

�美術館協議会に関すること

	他課の所管に属さないこと

学芸課

�美術品及び美術に関する資料の収集､ 保管及び展示

に関すること

�展覧会の企画及び開催に関すること

�美術品及び美術に関する資料の利用についての指導

助言に関すること

�美術に関する専門的､ 技術的な調査研究に関するこ

と

�美術に関する普及及び創作活動の指導助言に関する

こと

�美術に関する講演会及び講習会等の開催に関するこ

と

�前各号に掲げるもののほか､ 美術に関する専門的事

項に関すること

■美術館協議会

西 条 光 洋 県校長会会長

遠 藤 亮 平 県高等学校校長協会会長

岡 本 肇 県私学協会会長

朝比奈 陽 子 静岡市宮竹小学校教頭

松 浦 國 男 県博物館協会理事

江 � 善三郎 県文化協会会長

佐 藤 典 子 県社会教育委員

野 末 威 八 県立美術館友の会副会長

大 場 勝 男 県議会企画生活文化委員会委員長

萩 原 昭 子 県地域女性団体連絡協議会会長

松 井 純 静岡新聞社・ＳＢＳ静岡放送社長

中 山 正 邦 浜松商工会議所会頭

若 林 淳 之 静岡大学名誉教授

岡 本 重 温 静岡大学名誉教授

■専門委員

坂 本 満 聖徳大学教授

武 田 恒 夫 大手前女子大学教授

辻 惟 雄 多摩美術大学学長

藤 枝 晃 雄 武蔵野美術大学教授

潮 江 宏 三 京都市立芸術大学教授

■職員

館 長 吉 岡 健二郎

副 館 長 澤 田 穆 志

総 務 課 長 山 梨 弘 志

総 務 係 長 興 津 幸 男

主 任 伊 藤 浩 和

副 主 任 稲 葉 寿 久

副 主 任 小 嶋 唯起子

管 理 係 長 渡 井 健 之

主 任 森 信 広

主 事 海 野 尋 稔

学 芸 課 長 小 針 由紀隆

主任学芸員 飯 田 真

主任学芸員 山 下 善 也

主 査 柏 原 幸 泰

学 芸 員 南 美 幸

学 芸 員 堀 切 正 人

学 芸 員 李 美 那

学 芸 員 新 田 建 史

学 芸 員 泰 井 良

学 芸 員 森 充 代

■非常勤嘱託員及び臨時事務員

平成13年度静岡県立美術館年報114

館 長 副館長 総務課 学芸課 計

常 勤 １人 ８人 10人 19人

非常勤 １人 19人 ２人 22人

組織・名簿

非常勤嘱託員
青 山 安 代
飯 田 奈 月
石 垣 裕美子
市 川 良 子
清 田 香 里
見 城 幸 果
後 藤 百合子
齊 藤 香 織
提 坂 暁 衣
島 村 未 央
杉 山 由希子
鈴 木 貴 子
鈴 木 英 江
鈴 木 美 加
常 野 恵
西ヶ谷 育 美
森 竹 由未子
西 川 奈緒子
渡 邊 理 保
小 粥 貴 子
浮 田 千 鈴

臨時事務員
大 澤 泉
長谷川 由 里
望 月 千 歳
白 鳥 久美子
野 村 陽 子
小長井 美 沙
鈴 木 美 幸
富 山 理 沙



■建築概要

■設備概要
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区 分 本 館 ロ ダ ン 館

所 在 地

敷 地

構造・規模

仕 上

工 期

静岡市谷田��番２号

県文化センター内 (約�������㎡)

鉄骨鉄筋コンクリート造､ 地上２階建

建築面積：�����	�
㎡

延床面積：�����	��㎡

外壁：湿式磁器炉器質無釉タイル貼

屋根：緑青銅板大和葺アスファルト断熱防水

床 ：花崗岩高熱粗面仕上､ タイルカーペット

長尺塩化ビニールシート貼

壁 ：安山岩 ｢由良赤石｣ 半磨仕上

昭和��年３月～昭和��年８月

同 左

同 左

鉄筋コンクリート造 (一部鉄骨造) ２階建

建築面積：�����	��㎡

延床面積：�����	��㎡

外壁：花崗岩ジェットバーナー仕上､ タイル貼､

タイル打込ＰＣ板､ 吹付タイル

屋根：カラーステンレス葺

トップライト (アルミ､ 複層ガラス)

床 ：タイルカーペット

壁 ：大理石､ インド砂岩､ クロス貼

天井：石綿吸音板､ クロス貼､ アルミルーバー

平成４年３月～平成５年��月

区 分 本 館 ロ ダ ン 館

電 気 設 備

空気調和設備

受変電設備 受電電圧�����Ｖ��
� 変圧器１φ���

���､ ３φ������モールド型

発 電 設 備 ディーゼル機関４サイクル６気筒､��������

出力������３φ３�������

蓄電池設備 キュービクル式直流電源装置､ 充電サ

イリスタ全自動整流器

弱 電 設 備 舞台調光､ 舞台音響､ ���監視､ 入館

者表示､ 映像資料 (ビデオ)､ 電話､

放送､ 電気時計､ テレビ共聴

防災､ 防犯設備 警備センター集中監視複合盤(自火報､

防排煙)､防犯非常錠制御盤､防災アン

プ(����)､ ���監視装置､ 地図式表示

板

熱 源 機 器 直焚吸収冷温水発生機(�������・��

����)､ 温水焚吸収冷温水機(������)､

空気熱源回収型スクリュー式ヒートポ

ンプ冷凍機(�������)､ プレート式熱

交換器 (�����������／�)

蓄 熱 槽 冷温水槽 ���
・��
､ ソーラー用 ��


ソーラーパネル 平板型�
�枚

空気調和機 収蔵庫３系統､ 展示室２系統､ 県民ギャ

ラリー１系統､ その他４系統及びパッ

ケージ型１台､ ファンコイルユニット

��台､ 他空冷ヒートポンプパッケージ

エアコン､ ルームエアコン

受変電設備 受電電圧�����Ｖ ��
�１φ������､

３φ������

最大電力�����

発 電 設 備 ディーゼル機関４サイクル６気筒､ ��������

出力������３φ３�����

蓄電池設備 屋外キュービクル式直流電源装置

弱 電 設 備 ���監視､ 入館表示､ ハイビジョン､

電話､ 放送､ トイレ呼出表示､ 調光､

テレビ共聴

防災､ 防犯設備 同 左

熱 源 機 器 直焚吸収冷温水発生機(������)２基､

蒸気ボイラー(���㎏／�)２基､

空冷チラーユニット (�	������) プ

レート式熱交換器 (����������／�)

冷温水クッションタンク ５


冷水クッションタンク １


空気調和機 収蔵庫３系統､ 展示室４系統､ 全熱

交換器 (３台)

建築・設備概要



■諸室概要

■本館

実技室 (114㎡)

絵画彫刻等実技を伴う学習の場となる｡ その利用は､

通年毎週３～４日の自由工房と不定期に行う技法セミ

ナーや実技講座､ ワークショップ等である｡

図書閲覧室 (約20席)

当館は図書資料の整備にも力を入れているが､ これ

を一般の人々にも利用していただこうと設けられたも

のである｡

学芸の書庫と隣接している｡

閲覧室には､ ２台の端末が設置されており､ パソコ

ンを使った美術鑑賞ができるようになっている｡

ビデオコーナー (15席)

２階に設けられており､ 開催している展覧会への導

入部としての役割をビデオに行わせるというものであ

る｡ 企画展については展覧会ごとにビデオを作成し放

映している｡ また会場構成が常設展を主体とする場合

には､ 当館製作の郷土作家シリーズ (秋野不矩・北川

民次・澤田政廣・芹沢�介・曾宮一念・中村岳陵) や

購入した美術シリーズの放映も行いたいと考えている｡

なお､ ビデオの操作は一階にある学芸員室で行い､ 現

在は自動でくり返し放映をしている｡

レストラン (80席 198㎡)

レストラン ｢エスタ｣ ＥＳＴＡは､ 日本平ホテル直

営のレストランで､ ダッチコーヒー用のジャンボサイ

ホンが設置してある｡ 営業時間は�����～�����(金､

土､ 日は�����まで)｡

ミュージアムショップ

展覧会図録､ 絵ハガキ､ 館蔵品目録等の美術館の刊

行物､ 美術書等を販売する場所で､ １階のエントラン

スホール内にある｡ 静岡市内の書店３社による共同経

営の形をとっている｡

諸室の配置

機能性を最重点に考慮して､ 学芸関係諸室の配置を

考えた｡ まず､ 学芸員室と図書室が近いこと､ 次に搬

入､ 収蔵､ 展示活動に便利な場所に学芸員室が配置さ

れていることなどである｡ 当然､ 写真撮影室や燻蒸室

も学芸員室を中心として配置され､ 機能性を重視して

いる｡

展示室 (７室 1,777㎡)

展示室は２階にあり､ 連続した７つの部屋から構成

され､ 一部を常設展､ 一部を企画展とし､ 企画展の規

模によって､ 自由に部屋を間仕切りして使用している｡

展示室は､ すべて壁付固定ガラスケースが配されて

いる｡ また､ このケースのすべての前面に移動パネル

を設置できるようになっている｡ これにより全室ガラ

スケース展示が可能であり､ 逆に全室パネル展示も可

能となる｡ 自由に展示構成が考えられ､ 部屋の雰囲気

が一変する｡

このガラスケースには､ ケース上部に三本､ 下部に

一本の無紫外線蛍光灯があり､ 壁ごとに調光可能となっ

ている｡

また､ パネル展示の場合には､ このパネルに均一な

照明がなされるよう､ ライティング・ダクトが天井に

配置してある｡ あわせて､ こちらも壁ごとに調光でき

るようになっている｡

県民ギャラリー (２室 490㎡)

県民の創作活動の発表の場として､ 個展やグループ

展に利用できる｡ 上記展示室同様､ 可変照明設備､ 移

動展示パネルが設けられている｡
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区 分 本 館 ロ ダ ン 館

衛 生 設 備

昇降機設備

排 煙 機 ロビー系統他 ３系統３台

給 水 設 備 受水槽��� (二槽式)､ 高架水槽���

(二槽式)

排 水 設 備 公共下水道に放流

消 火 設 備 展示室､ 収蔵庫､ ハロン消火設備その

他屋内消火栓

身 障 者 用 油圧式��人乗���㎏

荷 物 用 油圧式�	���㎏

排 煙 機 メイン展示室他２系統４台

給 水 設 備 空調用自動給水装置受水槽５�

排 水 設 備 公共下水道に放流

消 火 設 備 展示室､ 収蔵庫､ ハロン消火設備そ

の他屋外消火栓

身 障 者 用 油圧式��人乗�	���㎏

■建設工事費

本 館 ロ ダ ン 館

建 築 �	���	��� 千円 建 築 �	
��	��� 千円

外 構 ���	��� 周 辺 環 境 整 備 ���	���

プ ロ ム ナ ー ド ���	���

合 計 
	���	��� 合 計 �	��
	��




講堂 (262席 305㎡)

来館者のオリエンテーション､ 講演会､ 映画会､ 小

音楽会等､ 多目的に利用できる｡

スライド映写機２台､ ��㎜映写機２台を常備し､ 調

光､ 音響調整の設備がある｡

講座室 (約30席 71㎡)

美術に関する講座を行う｡ 常設展では､ 展示室ごと

に各学芸員がテーマを持って各担当の展示をしている

ので､ それに関連した内容の講座を行っている｡ 企画

展開催中は､ 担当学芸員が企画展に関する講座を通常

行っている｡

スライド映写設備､ 音響設備がある｡

託児・授乳室 (12.5㎡)

乳幼児を同伴しているため､ 十分に美術鑑賞ができ

ない人の利便を図り､ より多くの人に芸術文化に親し

む機会を提供するよう､ 託児・授乳室を開設した｡

託児室 毎週土､ 日曜､ 祝日

��時��分～��時��分まで

２時間を限度

授乳室 開館日全て

��時～��時��分まで

(夜間開館日は��時まで)

■ロダン館

ロダンフロア (1,461㎡)

高さ��ｍの天井部にはトップライトを設け､ 十分な

自然光を取り入れることにより室内でありながら､ さ

ながら広場のような印象を与えるよう工夫されている｡

また､ 高低差のあるスキップ・フロアは､ あらゆる角

度から彫刻の鑑賞が可能であり､ その周囲には高齢者

や車椅子利用者が自由に移動できるよう､ スロープを

巡らしてある｡ 冬季には空調による暖房に加え､ 電気

ヒーター及び温水による床暖房も行っている｡

展示室１ (98㎡)､ 展示室２ (149㎡)

ロダンに関する様々な情報を提供する部屋として､

１階エントランスホールの両側に設けられている｡ 構

造的には､ ロダンフロアと異なり天井高は標準的で､

暖房は空調のみである｡ 展示室１には､ 地獄門の鋳造

過程の写真パネルやブロンズの製造過程を示す模型及

びロダン写真資料 (ＣＤ－ｒｏｍ) 検索システムが設

置されている｡ また､ 展示室２にはロダン以前の彫刻

等が展示されている｡

ブリッジ・ギャラリー (276㎡)

本館とロダン館を接続するための通路を兼ねたブリッ

ジ状の展示室で､ ロダン以降､ 現代までの彫刻��点が

展示されている｡
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■平面図

■本 館
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■◯

������

� �� Auditorium
	 
��
� Library
� ��� Lecture Room
� ��� Atelier
� ������� Gallery for Lending
� �������� Delivery Room
 !"#�$ Terrace for Sculpture
% &�'#()� Volunteer*s Room
+ ,-.�/�0 Cloak Room
1 23�4)056-7 Museum Shop

8 9$:�' Restaurant
; <=>?@� Nursery
A �����B,C� Lobby
D EFGB� Storage Front
H EFGI Storage�1�
J EFGK Storage�2�
L EFGM Storage�3�
N ��� Delivery Room
O PQ� Packing Room
R ST� Fumigation Room

� UVWX� Photo Studio
� YZ� Derector*s Room
� [YZ� Vice-Director*s Room
� \]� Reception Room
� ^_� Council Room
� `a� General Affairs Section
� bcd� Curatorial Section
	 ef� Restoration Room

 ghd� Guards Room
� ijkl� Central Monitor Room

� mn!"� Gallery for Permanent Collection

 op!"� Gallery for Loan Exhibition
� �q'4 Lounge
� ,C� Lobby
� Crst�u� Video Corner
� vw� Machinery Room
� x�-4>����� Bridge Gallery
yz :{9 |}~}

�}�}�9���� Elevator
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ブリッジギャラリー

■ロダン館
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■ 建物・彫刻位置図

ロダン館
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■開館時間 午前��時～午後５時��分

(入館は午後５時)

[夜間開館] ５月から９月までの毎週土

曜日､ 午後８時まで開館

(入館は午後７時��分)

■休 館 日 毎週月曜日 (但し､ 祝日､ 振替休日の場

合は開館し､ 翌日休館) ／年末・年始／

その他くん蒸などのための休館日

■収蔵品展観覧料

観覧料／一般���円 (団体���円)

／小・中・高生は無料

■企画展観覧料 ＊収蔵品展も合わせてご観覧いただけます｡

〈 〉内は団体 (��名様以上) 及び前売料金
＊身体障害者手帳､ 療育手帳､ 精神障害者保健福祉手帳の交付
を受けている方は､ 企画展､ 収蔵品展とも無料でご覧いただ
けます｡
＊��歳以上の方は､ 企画展､ 収蔵品展とも無料でご観覧いただ
けます｡

■施設使用料

� 県民ギャラリー

� 講 堂

交通案内 ＪＲ ｢草薙駅｣ からバス ｢県立美術館ゆき｣

で約６分

静鉄 ｢県立美術館前駅｣ から徒歩約��分

ＪＲ ｢静岡駅南口｣ からタクシー約��分

美術館所在地 〒�������静岡市谷田��－�

電話番号 総務課 ����	�����

学芸課 ����	�����

ＦＡＸ ����	�����

美術館友の会事務局 ����	���
�

ミュージアムショップ ����	��
�	

レストラン ｢エスタ｣ ����	����	
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利用案内

展 覧 会 名 一般・大学 小・中・高生

ロ ダ ン と 日 本 ����円
〈���円〉

���円
〈���円〉

ザ ・ ベ ス ト 展 ����
���円
〈���円〉

－
－

田 中 敦 子 展 ���円
〈	��円〉

���円
〈���円〉

描 か れ た 東 海 道 ���円
〈	��円〉

���円
〈���円〉

古 代 エ ジ プ ト 文 明 展 ����円
〈
��円〉

���円
〈���円〉

静岡ゆかりの画家たち 	��円
〈���円〉

���円
〈���円〉

利 用 区 分
使 用 料

��時～��時��分

入場料を
徴収する場合

県民ギャラリーＡ ������円

県民ギャラリーＢ ���
��円

入場料を
徴収しない場合

県民ギャラリーＡ ������円

県民ギャラリーＢ ��	��円

使 用 料

午 前 午 後 全 日

��時～��時��分 ��時～��時��分 ��時～��時��分

��
��円 ������円 ������円
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